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削減系J－クレジットと森林吸収系Jークレジットの相違点

森林吸収系Jークレジットには、削減系J－クレジットにはない、生物多様性の保全等森林
の有する多面的機能の発揮や地域経済への貢献等の付加価値（＝非炭素プレミアム価
値）があります
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森林吸収系Jークレジットの価値のイメージ
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現状の課題と手引書の目的

森林吸収系Jークレジットの非炭素プレミアム価値が認知されることで、需要家に対して森林吸収系
Jークレジットを優先的に購入しようとするインセンティブを与えるとともに、適正な販売価格の形成によ
り、クレジット販売収益を森林管理へ投資できる環境の整備につながることが期待されます

創出者に対して、需要者のクレジット活用目的や公表手段、需要者が何を訴求しているのか、それ
を踏まえたクレジットの付加価値の訴求方法について理解醸成を行う

需要者に対して、森林吸収系Jークレジットの購入を行った場合に企業価値を高めることができる付
加的なメリット（地域経済への貢献、ネイチャー・ポジティブ経済の実現等）について理解醸成を行
う

手引書作成の目的
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現状

理解醸成が必要

あるべき姿

現状の課題

森林吸収系Jークレジット創出者にとって、非炭素プレミアム価値を訴求したり、ストーリー化できている
事例は少数（クレジット取引市場において埋没）

需要家にとって、脱炭素だけでなくネイチャー・ポジティブやウォーター・ポジティブ等を経営戦略に位置
付ける方針があっても、非炭素プレミアム価値を有する森林吸収系Jークレジットにアクセスする方法が
分からない。
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手引書の想定読者

本手引書は、森林吸収系Jークレジットの創出者や、J－クレジットを活用中または活用を検
討している需要家（現時点で森林吸収系Jークレジットをポートフォリオに含めていない潜在的
な需要家を含む）を対象としています

創出者

これから森林吸収系Jークレジットを検討しているが、森林吸収系Jークレジットが持つ非炭素プレミアム価値
が何か、その価値をどのように活用するべきか、その公表方法がわからない

GX-ETSの本格稼働等を見据え、J－クレジットの購入を検討しているが、スコープ１排出量のオフセットとし
て森林吸収系Jークレジットがどのように活用できるかわからない

すでにクレジット認証を受け、森林吸収系Jークレジットを販売中であり、需要家へより効果的に情報発信
したい

現在、プロジェクト登録を実施・モニタリング等の手続きを行っており、クレジット認証後のクレジット販売方
法を検討したい

需要家

非炭素

プレミアム価値

への理解度

森林吸収系Jークレジットの公表方法についての理解度

森林吸収系Jークレジットの非炭素プレミアム価値と効果的な公表方法を理解

本手引書で目指している需要家の姿

本手引書の活用

高

低

低 高

森林吸収系Jークレジットにどのような
非炭素プレミアム価値あるのかわからない

非炭素プレミアム価値について一定理解はしているが

その効果的な公表方法がわからない
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手引書の概要（1/3）

本手引書では、森林吸収系Jークレジットが持つ非炭素プレミアム価値の整理およびその価
値を効果的に訴求するにはどうしたらよいかを説明します

森林吸収系

J－クレジットの
特徴を生かした

需要拡大

森林吸収系Jｰクレジットにはどのような非炭素プレミアム価値があるのか
Jークレジットの購入を検討する需要家が、森林吸収系Jークレジットを選択しようとする
動機づけをどのように行えばよいか

非炭素プレミアム価値を効果的に訴求するにはどうしたらよいのか

本手引書で整理している事項

創出者・需要家が

抱える課題

森林吸収系Jークレジットの非炭素プレミアム価値への期待は高いものの、その内容や訴求方法につ
いては十分に整理されておらず、森林吸収系Jークレジットの非炭素プレミアム価値を効果的に外部
に向けて訴求していくことに課題がある
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手引書の概要（2/3）

本手引書では、森林吸収系Jークレジットの非炭素プレミアム価値とその活用方法、需要家
による活用目的・公開手段別の森林吸収系Jークレジットの非炭素プレミアム価値訴求方
法、創出者による森林吸収系Jークレジットの非炭素プレミアム価値の訴求方法について解
説しています

1. 森林吸収系Jークレジットとその活用方法
 1.1.森林吸収系Jークレジットとは
 1.2. 森林吸収系Jークレジットの活用方法
 1.3. 森林吸収系Jークレジットの有する付加価値
 1.4. 本手引書のねらい
 1.5.森林吸収系Jークレジットの非炭素プレミアム価値
 1.6. 非炭素プレミアム価値の公表方法
2. 需要家による活用目的・公開手段別の森林吸収系Jークレジットの
非炭素プレミアム価値訴求方法

 2.1.1.1. 任意開示基準への対応
 2.1.1.2. TNFDでの公表

2.1.2.サステナビリティレポート/ESGレポートでの公表
2.1.3. 自社ウェブサイトでの公表等

 2.2. 既存個別事業とのシナジーを目的とした活用
3.創出者による森林吸収系Jークレジットの非炭素プレミアム付加価値の訴求方法
 3.1.需要家のニーズと創出者の対応策
 3.2.取組の公表のポイント

手引書の目次
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【イメージ】手引書のコンテンツ（一部）

森林吸収系Jークレジットの非炭素プレミアム価値や非炭素プレミアムの公表方法を体系的に
整理し、需要家目線で森林吸収系Jークレジットをどのように活用できるかを整理しています
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【イメージ】手引書のコンテンツ（一部）

活用目的・公開手段別の解説ページでは、想定される公表手段別に狙いや効果、どのように
訴求すべきかをわかりやすく解説しています
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本手引書では、実際に森林吸収系Jークレジットの非炭素プレミアム価値を訴求している事
例を公表方法別に紹介していることから、森林吸収系Jークレジットの活用方法について、
理解を深めやすい設計となっています

手引書の概要（3/3）

目的/公表手段

自社の

企業価値向上

任意開示基準

への対応

サステナビリティレポー
ト/ESGレポートでの

公表

自社ウェブサイトでの
公表等

既存個別事業
とのシナジー

商品販売と絡めた
カーボンクレジット

活用プログラムの

公表

東急不動産

三重県尾鷲市

moretrees

東急不動産

八十二銀行

LINE Yahoo!

日本電気硝子

マツダ

JR西日本

創出者 流通事業者需要家
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【イメージ】事例紹介ページ

事例ページでは、森林吸収系Jークレジットの活用に取り組んでいる背景や狙い、取組の概要
だけではなく、公表方法やその効果、どのように訴求すべきかをわかりやすく解説しています
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林野庁ウェブサイト

手引書は後日、林野庁ウェブサイトに公開される予定です

Coming Soon
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End of Material
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